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藥，劑 　の 　部

砒 酸 鉛 中 毒 に 關 ナ 釜賀 驗

　　　　　 群馬縣 立 農 事試瞼揚技手　　 小　山　義　孝

　　　家兎に對すξ中毒實驗　　　昭和 8 年 10月 2 日開始
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　備考 、
7 日 目以後異歌 な き を以 て 檢温 を 中止 す 08 區 及 9區 は 2週問目 よ り 甘藷の 莖葉 に

　　　 砒酸鉛 を撒布せ る もの を飼料 と す o

　　砒駿鍛を農作物 に 使 吊ナ る量鳳水 δ ガ ロ ン に羇 し砒酸鈷箱 gr．反當 30 ガ ロ ソ を普逋

用量 とす るを 以 て 1 埣 當 り 36　ec ．に して 1．5　gr．に過 ぎず 。 之 を含有砒棄量 に計算 して 1

度に 食用 とす る も中毒量に逹せ ず 、安全な りと講 し得る ならん 。

　　　　　　　　　　　接觸劑の 殺蟲作用 に關する二 ，三 の 觀察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 島根 縣 立 農事試驗揚技師 　 野 津 六 兵 衞

　　　殺蟲作用 の 理論 に就 て 嬉將來 の 研究 に 俟つ 事と して
、茲 にに其觀察の 二 三 を報告せ ん 。

　　　 D　粛眼サ ル ハ ム シ に對 して デ リス 齊1、 除蟲菊躙、噐 コ チ ソ 劑の 3 種を撒布 して 比較

　 した る楊合（別表｝ヂ リ ス 嚠 ほ撒布篌苦悶 ナる迄に 相當時聞を要す る が逾 に斃死す る 。 除蟲

　菊翻は撒布肇間もな く全部苦悶 の 然態に な るが數 日 後に 蘇生す る もの が相當 に ある 。
t コ

　 チ ソ 劑は 撒布後間もな く
一

部は 苦悶す るが 數時聞篌に全部蘇生する 。

．　　 2） 二 化瞑蟲幼舜に野 しデ リ ス 劑 と ニ コ チソ 剤との 比較を した 場合蟲體に 直接撒布し
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た る場合は爾劑共に斃死蟲が少 い が浸漬 した る場合は 別表あ如くデ リ ス 劑 は斃死す る もの

が多 く又實際應用 した 場合に もデ リ ス 劑 が有效 で ある。 それ は浸漬したと同樣な關係 に よ

る もの と思ふ 0

　　3｝ ．ウ リバ イ幼蟲 に對 して デ リ ス 劑、 二 コ チ ン 商、除蟲…鯛 の 殺蟲敷力を 比較する に

直接蟲體に撒布 した場合 は 何 れ も苦悶 す る が 蘇生 蟲は デ リ ス 劑 に 少 く他 の

’
2・翻に多 く叉實

際應用 した場合に デ リ ス 劑 は有効だが他の 2劑像 効果が 少い 。 要 するに 「t コ チ ン 」 劑及

除蟲菊劑賠 悶の 状態に な る時間 は 早 

’
・が 蘇生 掲 もの が 多 く 「デ V ス 」 劑 ‘焙 悶 の 黙態

に なる時間は暹 い が蘇生 tる もの が少い 。

　　弐に藥劑 の 殺卵效果 に就て 「デ リ X 」劑と 「； 3 チ ソ 」 劑 とを比較す るに　　
．
デ

　　ω ニ イus蟲の 卵 にeqして は轍 「； ・ チ ン 」 et　go％、「材 ト ン 」 1±・30％

．
の 殺卵歩

　　　　 合 を 示す。

　　（2） 梨姫心喰蟲の 卵 に對 して ほ繭嚠殆んど無效で ある 。

　　（3）
1
桃心喰蟲の 卵に對 しては rネ オ ト ソ 」 は 90 ％ 以 上 の 殺卵歩 合 を 示 す の に 硫 酸 ニ

　　　　 コ チ ソ ほ 殆 ん ど無敷で ある 。 　　　　　　　　
F

　　（4） 碗豆象蟲の 卵に劉 して は 「ネ オ ト ン 」 は 70％ の 殺卵歩合 を 示 すの に 硫酸 二

穿 チ

　　　　 ン Cよ僅 力、｝こ 2％ ｝こ過 ぎな  ・o

　　斯くの 如 く殺卵の 效果は ニコ チ ソ 系の もの がよい 場合、デ リ ス 系の もの が よい 場合、

或 は 兩者共駄 目な場合があ る。

　　以上は數例 の 觀察に過 ぎない が藥測の 殺蟲作用 に關す る研究は應用方面か ら甚だ必要

なる事を痛感 する。

　　　　　　　　　　 貯穀害蟲防除劑 と して の 硼酸の 價値

　　　　　　　　　　　　　　　　　山 口 縣 立 農事 試驗揚技師　　岡　田　十
・
藏

　　貯穀害蟲の 驅除法 と して 近時二 硫化炭素 ク Pt　一ル ピ ク リ ソ 等燻蒸法 の 普及 せ る は 欣 ぶ

べ きも弯閉倉庫 の 設備を 有せ ざ る多 數農家は 殆 ん ど之 を利用す る能 は ず、依て 穀蟲驅除方

法 の 簡易化に就 き反覆試驗を行K る結果、硼酸 の 少量を俵米中に 混合貯藏す る の 最 も有敷

且 つ 輕便 なる を認 め た り。

　　1）　貯穀害蟲 、 就中覈象 の 繁殖力は頗る旺盛に して 好適の環境に て は玄米中1り 1雌雄i

et・1 ケ 年間、 優に 10
，
420 頭に 塘殖 し、爲 に 約 4 合 （537瓦）の 減耗を算せ り。

　　2）．硼酸 は 是等貯穀害蟲 の 防除劑と して 相當有敷に して 其 の 使用量 は 飼育器中に て は

60　nt　
’
（4斗俵）に野し 37 瓦 の割自

・
に て 充分 なるも、實地貯藏俵米にて は 75− 112瓦を適量

と認む（價格5− 7．5錢 ）。
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